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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月14日(2012.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　愛玩動物がウイルス感染症に抵抗または対抗する能力を増強する方法であって、その必
要がある愛玩動物に、愛玩動物がウイルス感染症に抵抗または対抗する能力を増強するの
に有効な量の、リポ酸、ならびにビタミンＥ、ビタミンＣ、ベータ－カロテン、セレン、
ルテイン、トコトリエノール類、コエンザイムＱ１０、Ｓ－アデノシルメチオニン、タウ
リン、ダイズイソフラボン類、Ｎ－アセチルシステイン、グルタチオンおよびイチョウの
うち１種類以上を含む食物組成物を投与することを含み、その際、愛玩動物がウイルス感
染症に抵抗または対抗する能力を増強するリポ酸の有効量が少なくとも約２５ｐｐｍであ
る方法。
【請求項２】
　有効量が少なくとも約５０ｐｐｍである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　有効量が少なくとも約１００ｐｐｍである、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　有効量が約１００ｐｐｍ～約６００ｐｐｍである、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　有効量が約１００ｐｐｍ～約２００ｐｐｍである、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　愛玩動物がイヌである、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　愛玩動物がネコである、請求項１に記載の方法。
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【請求項８】
　有効量が愛玩動物において内的抗ウイルス活性を増強するのに有効である、請求項１に
記載の方法。
【請求項９】
　リポ酸を含むペットフード組成物を少なくとも１５日間投与する、請求項１に記載の方
法。
【請求項１０】
　リポ酸を含むペットフード組成物を少なくとも３０日間投与する、請求項１に記載の方
法。
【請求項１１】
　リポ酸を含むペットフード組成物を少なくとも４５日間投与する、請求項１に記載の方
法。
【請求項１２】
　リポ酸を含むペットフード組成物を少なくとも１日１回投与する、請求項１に記載の方
法。
【請求項１３】
　愛玩動物においてウイルス感染症を処置する方法であって、その必要がある愛玩動物に
有効量の、リポ酸、ならびにビタミンＥ、ビタミンＣ、ベータ－カロテン、セレン、ルテ
イン、トコトリエノール類、コエンザイムＱ１０、Ｓ－アデノシルメチオニン、タウリン
、ダイズイソフラボン類、Ｎ－アセチルシステイン、グルタチオンおよびイチョウのうち
１種類以上を含む食物組成物を投与することを含み、その際、リポ酸の有効量が少なくと
も約２５ｐｐｍである方法。
【請求項１４】
　有効量が少なくとも約５０ｐｐｍである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　有効量が少なくとも約１００ｐｐｍである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　有効量が約１００ｐｐｍ～約６００ｐｐｍである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　有効量が約１００ｐｐｍ～約２００ｐｐｍである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　愛玩動物がイヌである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１９】
　愛玩動物がネコである、請求項１３に記載の方法。
【請求項２０】
　リポ酸を含むペットフード組成物を少なくとも１５日間投与する、請求項１３に記載の
方法。
【請求項２１】
　リポ酸を含むペットフード組成物を少なくとも３０日間投与する、請求項１３に記載の
方法。
【請求項２２】
　リポ酸を含むペットフード組成物を少なくとも４５日間投与する、請求項１３に記載の
方法。
【請求項２３】
　リポ酸を含むペットフード組成物を少なくとも１日１回投与する、請求項１３に記載の
方法。
【請求項２４】
　ペットフード組成物がインターフェロン仲介による抗ウイルス応答を誘導する、請求項
１～２３のいずれか１項に記載の方法。
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